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右
は
、
ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
で
弾
き
語
る

女
性
デ
ュ
オ［
あ
ま
ゆ
ー
ず
］の
竹
内
街
道
・

横
大
路（
大だ

い
ど
う道
）
の
Ｐ
Ｒ
曲「
ぼ
く
ら
の
道
」

の
一
節
で
す
。

　
昨
年
四
月
、
難
波（
大
阪
市
）と
飛
鳥（
奈

良
県
明
日
香
村
）
を
結
ぶ
日
本
最
古
の
道
と

い
わ
れ
る
竹
内
街
道
・
横
大
路（
大
道
）
が

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

本
年
二
月
、同
街
道
Ｐ
Ｒ
大
使
で
も
あ
る［
あ

ま
ゆ
ー
ず
］が
作
詞
作
曲
し
た
も
の
で
、
松

原
市
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。三
月
十
八
日
、

ま
つ
ば
ら
テ
ラ
ス（
輝
）で
催
さ
れ
た「
竹
内

街
道
・
横
大
路（
大
道
）街
道
ま
つ
り
」で［
あ

ま
ゆ
ー
ず
］が
初
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

　
竹
内
街
道
は
、
飛
鳥
時
代
の
推す

い

古こ

天
皇

二
十
一
年（
六
一
三
）
に
開
通
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
以
降
も
寺
社

参
詣
・
経
済
な
ど
の
道
と
し
て
頻
繁
に
利
用

さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
内
街
道
は
、
古
く
か
ら
親
し
み
を
持
つ

地
域
の
人
々
に
と
っ
て
生
活
圏
に
根
ざ
し

た
道
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
す
で
に
、
い

つ
ご
ろ
か
ら
か「
竹
内
街
道
わ
ら
べ
歌
」
が

大
正
期
ぐ
ら
い
ま
で
歌
い
継
が
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
長
い
間
、
忘
れ
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
竹
内
街
道
開
設
か
ら
一
四
〇
〇

年
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
平
成
二
十
五
年

（
二
〇
一
三
）、
郷
土
史
家
な
ど
の
方
々
が
聞

き
取
り
を
し
た
り
、古
書
を
調
べ
た
り
し
て
、

歌
詞
を
一
部
修
正
し
て
復
元
さ
れ
た
の
で

し
た
。
現
在
、
羽
曳
野
少
年
少
女
合
唱
団
に

よ
っ
て
、
定
期
的
に
歌
わ
れ
て
い
ま
す（
湊

川
和
子
氏
･
補
作
曲
／
指
導
）。
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上
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馬
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ど
い
　
新
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で

　
コ
ロ
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と
落
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羽
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軒
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で

　
金
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樫
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ど
こ
ろ

　
一
石
播
い
て
　
八
斗
ど
り

　
せ

（
堺
市
北
区
船
堂
町
）

ん
ど
歩
い
て
　
ま（

堺
市
北
区
蔵
前
町
）

だ
蔵
の
前

　
足
に
　
大（

堺
市
北
区
大
豆
塚
町
）

豆
塚
で
け
ま
し
た

　
な
ん
ば
見
え
た
よ
　
大（

堺
市
堺
区
）

小
路

　
よ
う
け
歩
い
た
　
た
け
の
う
ち

　
大
和
方
面
か
ら
竹
内
街
道
を
通
っ
て
堺

を
経
て
、
難
波
に
帰
る
行
程
を
羽
曳
野
・
松

原
・
堺
の
村
々
を
お
り
こ
ん
だ
も
の
で
す
。

　
堺
に
入
る
と
、
竹
内
街
道
か
ら
長な

が
尾お

街
道

へ
変
わ
り
ま
す
が
、
松
原
市
域
で
は
、
丹

南
と
松
原
が
登
場
し
ま
す
。
両
村
と
も
麦

の
生
産
地
と
し
て
名
を
は
せ
て
い
た
と
あ

り
ま
す
。
江
戸
時
代
中
頃
の
享

き
ょ
う
ほ
う保
二
十
年

（
一
七
三
五
）
に
発
行
さ
れ
た
地
誌
の『
河か

わ
内ち

志し

』
に
松
原
市
域
が
含
ま
れ
る
丹た
ん
ぼ
く北
郡
の
土

産（
名
産
）
に
麦
が
あ
る
と
記
し
て
い
ま
す
。

「
味
が
好
し
い
」
と
評
判
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
で
す
か
ら
、
近
代
に
な
っ
て
も
松
原
は

麦
ど
こ
ろ
と
知
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
松
原
村
は
江
戸
時
代
に
は
、
今
の
岡
・
新

堂
・
上
田
の
三
村
か
ら
成
る
大
村
で
あ
り
、

こ
の
松
原
と
は
、
竹
内
街
道
が
通
る
岡
村
を

指
す
と
思
わ
れ
ま
す
。丹
南
は
岡
に
隣
接
し
、

竹
内
街
道
の
す
ぐ
南
に
あ
た
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
松
原
市
域
で
は
日
本
遺
産
・

竹
内
街
道
に
関
連
し
て
、
わ
ら
べ
歌
に
付
合

す
る
か
の
よ
う
に
岡
・
丹
南
遺
跡
も
構
成
要

素
と
し
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
同
地
周
辺
に

は
、
平
安
時
代
後
半
ご
ろ
か
ら
河
内
鋳い

も
じ
物
師

と
よ
ば
れ
る
工
人
が
住
み
、
寺
院
の
梵

ぼ
ん
し
ょ
う鐘

や
日
用
品
と
し
て
の
鍋
・
釜
な
ど
の
金
属
製

品
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
竹
内
街
道
北

側
の
府
営
松
原
岡
住
宅
緑
地
帯
に「
岡
2
丁

目
所
在
遺
跡
」の
説
明
板
が
建
っ
て
い
ま
す
。

府
道
中
央
環
状
線
の
南
側
、
今
池
に
建
つ

丹
南
町
会
総
合
会
館（
丹
南
四
丁
目
）
の
北

側
の
丹
南
遺
跡
で
も
、
工
房
跡
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　
竹
内
街
道
Ｐ
Ｒ
曲「
ぼ
く
ら
の
道
」
発
表

を
機
に
、「
竹
内
街
道
わ
ら
べ
歌
」
が
今
後
、

広
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

よみがえった「竹内街道わらべ歌」
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲丹南遺跡（丹南4丁目）
（松原市教育委員会提供）

▲岡の竹内街道･中高野街道交差点
（岡5丁目）松原南コミュニティセンター前

（
羽
曳
野
市
埴
生
・
は
び
き
の
）

vol.252

▲「岡2丁目所在遺跡」説明板
（府営松原岡住宅内）

（
羽
曳
野
市
郡
戸
）

▶『
河
内
志
』の
丹
北
郡
の「
土
産
」に
紹
介

さ
れ
た「
麦
」（
本
文
中
は「
本
郡
」と
記
す
）
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